
雨に強いまちづくりビジョン検討委員会
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第2回会議資料

宗像市都市整備部都市計画課

令和５年３月３日（金）



１．雨に強いまちづくりの基本方針(案)(３章)

２．雨に強いまちづくりの実現方策(案)(４章)
（１）雨水排除施設の整備方針

３．想定される浸水要因分析及び対策 (２章・４章)
（１）赤間駅南口・くりえいと地区
（２）田久地区
（３）東郷地区
（４）須恵地区

４．今後の予定

０．目次
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◆宗像市雨に強いまちづくりビジョン骨子（案）

序章．雨に強いまちづくりビジョンについて
（背景、目的、位置付け等）

１．宗像市の現状
（概況、災害ハザード、浸水被害、降雨記録、雨水整備状況等）

２．宗像市の課題
（リスク分析、浸水要因分析等）

３．雨に強いまちづくりの基本方針
（検討対象区域、計画降雨、目標整備水準）

４．雨に強いまちづくりの実現方策
（計画降雨に対するハード対策の検討、
照査降雨に対するハード対策，ソフト対策の検討等）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第１回
①検討対象区域の設定
②計画降雨・照査降雨の設定

第２回

①基本方針
②ハード対策（雨水排除施設）の整備方針
③実現方策の検討
・浸水要因分析及び想定される対策

第３回

①実現方策の検討（整備水準・整備時期・事業費等）
・計画降雨に対するハード対策の検討
②実現方策の検討
・照査降雨に対するハード対策，ソフト対策

第４回 ビジョン素案の確認

第５回 ビジョン案のパブコメ結果等



１．雨に強いまちづくりの基本方針（案）

『雨に強いまちづくりの基本方針』
●「宗像版集約型都市構造の形成」の実現を目指しつつ、浸水リスクを踏まえたうえで、特に重点的に対策を
講じる区域として、「重点対策地区」を定め、対策を進めます。

●今後の気候変動の影響による降雨量の増加や水災害の頻発化・激甚化の懸念に備えるため、「計画降
雨」を定め、対策を進めます。

●安全で暮らしやすいまちづくりを目指すための「整備水準」を定め、対策を進めます。
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将来都市像

『コンパクトで魅力的な地域が
ネットワークする生活交流都市』

重点対策地区
重点的に対策を講じる区域の

設定

計画降雨
浸水リスクの軽減を図る

計画降雨の設定

整備水準
安全で暮らしやすいまちづくりを

目指すための整備水準の設定

基本理念

『宗像版集約型都市構造の形成』

雨に強いまちづくりの基本方針



１．雨に強いまちづくりの基本方針（案）（重点対策地区）
◆重点対策地区
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【考え方】
① 浸水リスク評価に基づく浸水リスクが高いエリア
② 目指すべき都市の骨格構造を形成するうえで、重要な機能や区域
③ 過去の降雨によって浸水が発生した区域



１．雨に強いまちづくりの基本方針（案）（計画降雨）
◆計画降雨

（現在）降雨強度Ｉ（計画降雨）
・赤間東，自由ヶ丘西排水区 (H19)

Ｉ７＝6,470/（ｔ＋５１） 58.3ｍｍ/ｈ（7年確率）

・それ以外の排水区 (S41)
Ｉ５＝4,700/（ｔ＋３０） 52.2ｍｍ/h （5年確率）

(68.2ｍｍ/hr)
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153mm/hr

68.2mm/hr

ハード ソフト ハード ソフト

段階的整備の時間軸

対象外力 計画降雨L1 →

現在 目標

【見直し前】58.3ｍｍ/ｈ（７年確率）
　　　　　　52.2ｍｍ/ｈ（５年確率）

【見直し後】
68.2ｍｍ/ｈｒ（10年確率）

整備目標・整備水準

想定最大規模降雨　L2

計画降雨　L1

現在の計画降雨

【考え方】
① 安全で暮らしやすいまちづくりを進めるため、「浸水対策実施区域」において一律に設定します。
② 気候変動の影響を踏まえ、パリ協定等における政府としての取組の目標及び下水道施設の標準耐用年数を踏まえ、2℃上昇を考慮した

降雨量変化倍率（1.10）を乗じて設定します。
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１．雨に強いまちづくりの基本方針（案）（整備水準）
◆整備水準

【考え方】
① 人命の保護
② 個人財産の確保
③ 都市機能の確保



雨水排除施設

雨水排水施設 管路施設

ポンプ場

雨水流出抑制

雨水貯留

オンサイト貯留

公園貯留

校庭貯留

広場貯留

駐車場貯留

棟間貯留

各戸貯留

公共施設用地への貯留

田んぼダム

オフサイト貯留

雨水貯留管

雨水調整池

多目的遊水地

治水緑地

防災調整池

雨水浸透

浸透ます

浸透トレンチ

浸透マンホール

透水性舗装

浸透側溝

浸透井

２．雨に強いまちづくりの実現方策（案）

◆ハード対策（雨水排除施設）の整備方針『雨水排除施設の整備方針』

●管路施設により支障なく排水することを基本とし、原則として自由水面流れにより排水することが可能な管路施設の整備を
検討します。
●管路施設の整備ができない、または、効果が不十分の場合は、ポンプ場の整備を検討します。
●管路施設またはポンプ場の整備ができない、または、効果が不十分の場合は、雨水貯留の整備を検討します。

①

②

③
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２．雨に強いまちづくりの実現方策（案）

河川 ポンプ場

対策：管路施設の整備（流下能力向上）

対策：ポンプ施設の整備（流下能力向上）
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雨水排除施設

雨水排水施設 管路施設

ポンプ場

雨水流出抑制

雨水貯留

オンサイト貯留

公園貯留

校庭貯留

広場貯留

駐車場貯留

棟間貯留

各戸貯留

公共施設用地への貯留

田んぼダム

オフサイト貯留

雨水貯留管

雨水調整池

多目的遊水地

治水緑地

防災調整池

雨水浸透

浸透ます

浸透トレンチ

浸透マンホール

透水性舗装

浸透側溝

浸透井

・計画高水位より土地が低いなど自然流下による放流先河川への雨水排水ができない場合
・放流先水位の上昇の影響を受け管路施設内の雨水が流れにくい場合など



２．雨に強いまちづくりの実現方策（案）

対策：雨水貯留施設の整備（雨水流出抑制対策）

・放流先河川の整備状況等により放流量に制限がある場合
・上流域の開発により下流域の管路やポンプの排水能力が不足しているが
用地の制約等から管路やポンプ場の整備が困難な場合
・放流先の背水の影響を受ける場合

管路施設またはポンプ施設の整備が
できない または 効果が不十分

校庭貯留施設

雨水貯留管

田んぼダム
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雨水排除施設

雨水排水施設 管路施設

ポンプ場

雨水流出抑制

雨水貯留

オンサイト貯留

公園貯留

校庭貯留

広場貯留

駐車場貯留

棟間貯留

各戸貯留

公共施設用地への貯留

田んぼダム

オフサイト貯留

雨水貯留管

雨水調整池

多目的遊水地

治水緑地

防災調整池

雨水浸透

浸透ます

浸透トレンチ

浸透マンホール

透水性舗装

浸透側溝

浸透井



② JR赤間駅南口 ③田久

⑤須恵

①-1 くりえいと

④東郷 ①
②

③
④

⑤

10

３．浸水要因分析及び想定される対策
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2018/7/5 2018/7/6

河
川
水
位
（

m
）

1
0
分
当
た
り
降
水
量
（

m
m
）

降水量 河川水位（川端井堰） 河川水位（上釣橋）
河川水位（鍵橋） 河川水位（田熊） 河川水位（長縄手橋）
氾濫危険水位（川端井堰） 氾濫危険水位（上釣橋） 氾濫危険水位（鍵橋）
氾濫危険水位（田熊） 氾濫危険水位（長縄手橋）

10分間最大降水量 9.0 mm

60分最大降水量 40.5 mm

24時間降水量 191.0 mm

年月日

宗像観測所降水量（mm） 確率年

10分最大 60分最大 10分最大 60分最大

平成30年7月6日 9.0 40.5 2年確率未満 2年確率相当
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降水量 河川水位（川端井堰） 河川水位（上釣橋）
河川水位（鍵橋） 河川水位（田熊） 河川水位（長縄手橋）
氾濫危険水位（川端井堰） 氾濫危険水位（上釣橋） 氾濫危険水位（鍵橋）
氾濫危険水位（田熊） 氾濫危険水位（長縄手橋）

◆平成３０年(2018)７月６日の降雨量及び河川水位の状況

◆平成３０年(2018)７月の浸水状況

重点対策地区



３．浸水要因分析及び想定される対策 （くりえいと地区・赤間駅南口）

◆氾濫型の内水氾濫の可能性（等流計算）

くりえいと

赤間駅南口

◆湛水型の内水氾濫の可能性（不等流計算）

H30浸水時の山田川水位(長縄手
橋)は 8.12mであり、計画
HWL(7.07m)や氾濫危険水位
(7.70m)を上回っていた

氾濫タイプ 分析項目 分析結果 想定する対策案

氾濫型の内水氾濫の可能性 河川の影響がない場合（等流計算）、流
下能力はあるか

部分的に流下能力不
足の可能性あり

・断面改修

湛水型の内水氾濫の可能性 河川水位より低地であるか 低い土地である
（湛水型である）

・ポンプ施設
・雨水貯留施設

・河川の影響を防ぐゲート等の検討河川の影響がある場合（不等流計算）、
流下能力はあるか

流下能力なし
（湛水型である） 11



３．浸水要因分析及び想定される対策 （くりえいと地区・赤間駅南口）

◆集水域の対策

陵厳寺排水区の雨水が赤間東
排水区に流れている。

分析結果 想定する対策案

・陵厳寺排水区の雨水が赤間東排水区に
流れている。

・排水区の見直し（赤間東排水区の負荷軽減）
・ポンプ施設による釣川への放流
⇒赤間駅南口の負荷軽減

・雨水貯留施設設置の可能性のある施設 ・学校施設や大規模な公園施設なし

12



３．浸水要因分析及び想定される対策 （くりえいと地区・赤間駅南口）

◆赤間東排水区（地盤高）

13



３．浸水要因分析及び想定される対策 （田久地区）

◆氾濫型の内水氾濫の可能性（等流計算） ◆湛水型の内水氾濫の可能性（不等流計算）

田久地区 氾濫タイプ 分析項目 分析結果 想定する対策案

氾濫型の内水氾濫の可能性 河川の影響がない場合（等流計算）、流
下能力はあるか

部分的に流下能力不
足の可能性あり

・断面改修

湛水型の内水氾濫の可能性 河川水位より低地であるか 低い土地である
（湛水型である）

・ポンプ施設
・雨水貯留施設

・河川の影響を防ぐゲート等の検討河川の影響がある場合（不等流計算）、
流下能力はあるか

流下能力なし
（湛水型である） 14



３．浸水要因分析及び想定される対策 （田久地区）

◆排水区の対策

分析結果 想定する対策案

・雨水貯留施設設置の可能性のある施設 ・東海大福岡高校、自由ヶ丘中央公園
・ため池、田んぼ等の活用

15

東海大福岡高校

自由ヶ丘中央公園



３．浸水要因分析及び想定される対策 （田久地区）

◆自由ヶ丘西排水区（地盤高）

16



３．浸水要因分析及び想定される対策 （田熊地区）

◆氾濫型の内水氾濫の可能性（等流計算） ◆湛水型の内水氾濫の可能性（不等流計算）

氾濫タイプ 分析項目 分析結果 想定する対策案

氾濫型の内水氾濫の可能性 河川の影響がない場合（等流計算）、
流下能力はあるか

部分的に流下能力不
足の可能性あり

・断面改修

湛水型の内水氾濫の可能性 河川水位より低地であるか 低い土地ではない ・ポンプ施設（増強）
・雨水貯留施設

河川の影響がある場合（不等流計算）、
流下能力はあるか

流下能力なし
（湛水型である）

東郷

17



３．浸水要因分析及び想定される対策 （田熊地区）

◆集水域の対策

18

分析結果 想定する対策案

・雨水貯留施設設置の可能性のある施設 ・東郷小学校、田熊公園
・調整池、ため池、田んぼ なし

分析結果 想定する対策案

・雨水流出抑制対策 ・日の里地区における流出抑制対策
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降水量 河川水位（川端井堰） 河川水位（上釣橋）
河川水位（鍵橋） 河川水位（田熊） 河川水位（長縄手橋）
氾濫危険水位（川端井堰） 氾濫危険水位（上釣橋） 氾濫危険水位（鍵橋）
氾濫危険水位（田熊） 氾濫危険水位（長縄手橋）

河川水位の上昇が早い

◆排水区の対策

東郷小学校 田熊公園



３．浸水要因分析及び想定される対策 （田熊地区）

◆東郷排水区（地盤高）

19



３．浸水要因分析及び想定される対策 （須恵地区）

◆氾濫型の内水氾濫の可能性（等流計算） ◆湛水型の内水氾濫の可能性（不等流計算）

須恵

氾濫タイプ 分析項目 分析結果 想定する対策案

氾濫型の内水氾濫の可能性 河川の影響がない場合（等流計算）、
流下能力はあるか

概ね流下能力あり ー

湛水型の内水氾濫の可能性 河川水位より低地であるか 低い土地である
（湛水型である）

・ポンプ施設
・雨水貯留施設

・河川の影響を防ぐゲート等の検討河川の影響がある場合（不等流計算）、
流下能力はあるか

流下能力なし
（湛水型である）

H30浸水時の山田川水位(長縄手
橋)は 8.12mであり、計画
HWL(7.07m)や氾濫危険水位
(7.70m)を上回っていた

20



３．浸水要因分析及び想定される対策 （須恵地区）

◆集水域の対策

分析結果 想定する対策案

・雨水貯留施設設置の可能性のある施設 ・宗像中央公園、河東小学校、河東中学校、河東
コミュニティセンター

21

宗像中央公園

河東小学校

河東中学校

河東コミュニティセンター



３．浸水要因分析及び想定される対策 （須恵地区）

◆集水域の地盤高
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４．今後の予定

◆検討委員会スケジュール

【令和４年度】
（５月～）・現況調査
（12/19）・第１回委員会
（3/3） ・第２回委員会

【令和５年度】
（５月頃）・第３回委員会
（８月頃）・第４回委員会
（１０月頃）・パブリックコメント
（１１月頃）・第５回委員会

（３月頃） ・ビジョン公表

第１回
①検討対象区域の設定
②計画降雨・照査降雨の設定

第２回

①基本方針
②ハード対策（雨水排除施設）の整備方針
③実現方策の検討
・浸水要因分析及び想定される対策

第３回

①実現方策の検討（整備水準・整備時期・事業費等）
・計画降雨に対するハード対策の検討
②実現方策の検討
・照査降雨に対するハード対策，ソフト対策

第４回 ビジョン素案の確認

第５回 ビジョン案のパブコメ結果等

項目 R4 R5 R6~

・雨に強いまちづくりビジョン

・雨水施設現況調査
・流下能力検証
・浸水要因分析
・施設整備計画（ハード事業）

・庁内検討委員会
・外部検討委員会

・ビジョン公表

・事業実施
・施設整備計画の実施

◆宗像市雨に強いまちづくりビジョン骨子（案）

序章．雨に強いまちづくりビジョンについて
（背景、目的、位置付け等）

１．宗像市の現状
（概況、災害ハザード、浸水被害、降雨記録、雨水整備状況等）

２．宗像市の課題
（リスク分析、検討対象区域設定、浸水要因分析等）

３．雨に強いまちづくりの基本方針
（計画降雨、段階的対策方針等）

４．雨に強いまちづくりの実現方策
（計画降雨に対するハード対策の検討、
照査降雨に対するハード対策，ソフト対策の検討等）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回
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